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ク北海道は 16 日、 札幌地下

街オーロラスクエアで 「街頭

相談会」 を開催しました。 相

談員や設営・宣伝隊のボラン

ティアなどとして６８名が参加

し、 新婦人の各支部と日本共

産党の太田秀子札幌市議候

補から 「おにぎり１２０個」 が

届けられ、 北洋銀行労組か

らコーヒーの差し入れがありま

した。 明るい会の知事候補・

宮内聡さんも激励に駆けつ

け、 相談者の訴えに耳を傾けました。

午前１０時から午後６時までに雇用、

生活、 法律、 医療 ・心の相談など、

切実な相談が４１件 （このほかに電話

相談が６件） 寄せられ、 生活保護の申

請同行も２件行い、 後日さらに５件ほど

申請することになりました。

「自動車のバッテリーを解体し、 再利

用する仕事をしていた。 健康診断で鉛

中毒と診断された。 投薬治療しなけれ

ばならないが、 病院代は自分で支払え

と言われて口論になり、 自分から辞めて

しまった」 （２０代男性）

「某大手通信会社の子会社にいるが、 いじめやセクハラなど酷すぎる。 現在は労災で休業中。 もう辞めたい」 （２０

代女性）

「時給６９１円で週２～３日勤務の清掃業と、 時給７４０円で月１５日程度の飲食業とかけ持ちしているが、 月の収入

は７万円程度。 障害年金 （２ヵ月に１回１３万円） と合わせてもギリギリの生活で歯医者にも行けない」 （２０代女性）

－などの他、 前日１５日にも２４歳の男性から 「まる２日間何も食べていない」 と急迫した相談が寄せられており、

若者からの相談が目立ちました。 働けばくらせる賃金、 まともな雇用の確保、 安心してくらせる社会保障制度の実現

をめざし、 「貧困をなくそう」 の声を広げましょう。


